キャリアシート【職務履歴書】（記入例）
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○
■職務要約
株式会社〇〇〇〇〇〇へ入社後、約x年間は、製造スタッフとして工場内で装置の組み立て業務を行っており、そこでは、半導体製造装置の前工程装置の組み立てを行っていました。
その後、現在に至るまでの約×年間は、メカ設計業務に携わり、治具設計や基本設計、詳細設計に従事しております。そこでは、チームリーダーとして、働いております。半導体装置の設計業務に関しては、すぐに装置を理解でき、新たな提案に長けていると自負しております。
■職務経歴
・半導体製造装置メカ設計　通算10年

・半導体製造装置組立　通算2年
※システムエンジニアの場合
・プログラミング実務　通算7年
・プログラム設計　　　通算2年

・システム設計　　　　通算2年　など
■職務内容の詳細

※転職経験がある場合は、適宜行などを追加し、「どの会社で」「どれくらいの期間」「何をやったのか」が分かるように記載してください。
【個人営業に関する経験】
	2008年4月～2010年3月　　株式会社○○○○○○

	事業内容：　電子部品、電子機器の製造
売上高　：　xxx億円　　　従業員数：　xxx人　　　上場：　なし
	正社員
として勤務

	期間
	職務内容

	2008年4月
～2009年3月

	1カ月間の研修を経て□□課に配属。電子部品の製造業務に従事

	
	【実績】
　電子部品の製造業務からはじまり、3ヵ月後に半導体製造装置の組立業務へ異動した。
　多岐にわたる、装置の組立種類を覚え、人に教えるレベルになるまでにだいたい1年。生産ノルマに対して、組立の正確さでは貢献していたと思う。
【半導体製造装置台数】　平均して月××台
　このうち、私は〇〇を担当し、〇〇の技術を習得した。

	2009年4月
～2010年3月

	チームリーダーに昇格。製造だけではなく、製造管理業務に従事

	
	【実績】
　半導体製造装置の組立業務のラインのリーダーとなり、製造管理及びチーム内の社員の教育業務などを行った。装置の組立について、チーム内の社員に教育をはじめ、装置の構造自体にかなり詳しくなっていった。装置について勉強し、設計業務のできる会社へと再就職した。
【半導体製造装置台数】　平均して月××台
　このうち、私は〇〇と、製造管理、チームマネジメントを担当し、〇〇の技術を習得し、会社で□□のような成果を出した。


	2010年4月　～　現在まで　　株式会△△△△△△

	事業内容：　電子部品、電子機器の設計
売上高　：　xxx億円　　　従業員数：　xxx人　　　上場：　なし
	正社員
として勤務

	2010年4月
～2012年3月

	設計補助業務、治具設計に従事

	
	【実績】
　設計補助を行い、数々の基本設計・詳細設計に関わった。また治具設計を任され、いくつもの治具設計を行った。設計補助及び治具設計を行ううちに、少しずつ設計を任されるようになった。設計するうえで、かなり多くのことを学んだ。
【基本設計】　平均して月××台
　【詳細設計】　平均して月××台
【治具設計】　平均して月××台
　このうち、私は基本設計・詳細設計では、補助的な役回りであり、成果というものはない。治具設計においては、〇〇のような成果をあげた。



	2012年4月
～現在
	基本設計、詳細設計に取り組み、2017年からチームリーダーとして設計業務を行う。

	
	【実績】　
設計に関しては、かなりの自信がつき、チーム内の社員をマネジメントすると同時に、開発部署に対して提案などを行うことも多々あり、社内表彰を受けたことがあった。

【基本設計】　平均して月××台
　【詳細設計】　平均して月××台
【治具設計】　平均して月××台
このうち、私は基本設計・詳細設計をリーダーとして取組み、〇〇を手掛けたり、△△を開発した。チームで取組んだことであるが、このなかでも私は□□を担当して取り組んだ。

治具設計においては、チーム内の社員に教育した。



■自己ＰＲ
【1】 顧客ニーズのヒアリング、掘り下げから各ニーズに合わせた提案を競合他社との比較をしながら、行うことができます。
【2】 顧客満足を獲得するための柔軟な対応と提案、こちらの出来ること、出来ないことを伝え、納得して頂く術を持っております。
【3】 トラブル等による問題に対して、冷静に対応することで問題を解決する経験を多く積んでおります。
【4】 マネジメント経験から人を育てる喜びを学びました。身に付けたスキルをわかりやすく教え、できるまで練習にて落とし込
　　み、結果を出す経験を積んできました。今後のキャリア形成に大きく役立てることができると考えております。
以上
あまり、限定せずに簡潔に！
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